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表紙写真：中学生のつながり、そして挑戦！
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笠 置 町

平成29年度 決算報告　平成30年度 予算の執行状況

歳  出
（単位：千円）

歳  入
（単位：千円）

議会費
44,073 

総務費
457,457 

民生費
477,022 

衛生費
146,127 

農林水産業費
25,525 

商工費
66,971 

土木費
91,706 

消防費
60,821 

教育費
67,974 

公債費　100,663 

災害復旧費　3,014 

町　税
154,929 

地方債
174,597 

その他依存財源
68,602 

その他自主財源
152,639 

国・府支出金
266,279 

地方交付税
774,951 1,591,997 1,541,353

一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ 1 億 1,965 万 7 千円（7.0％）減額の 15 億 9,199 万 7 千円となりました。
　町税は、前年度に比べ 131 万 6 千円（0.8％）減額の 1 億 5,492 万 9 千円となりました。主な内訳は、町民税が 5,202
万 6 千円、固定資産税が 8,606 万 9 千円となっています。
　歳入総額の 48.7％を占める地方交付税は、前年度に比べ 1,973 万 8 千円（2.5％）減額の 7 億 7,495 万 1 千円とな
りました。
　国庫支出金は、前年度に比べ 5,060 万 8 千円（21.3％）の減額となりました。地方創生関連交付金は 3,056 万 1 千
円（35.3％）の増額となりましたが、全体としては、普通建設事業支出金や過疎地域等自立活性化推進交付金等の減
により減額となりました。
　また、府支出金は、笠置会館の大規模改修工事の終了等により前年度と比べて 4,448 万 3 千円（36.0％）減の 7,907
万 5 千円となりました。
　地方債では、１億 7,459 万 7 千円の借入を実施し、対前年度比では 1,312 万円の増額となっています。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べて 9,733 万 7 千円減
額（5.94％）の 15 億 4,135 万 3 千円となりました。
　総務費では、情報セキュリティ強靭性向上事業等
の終了に伴う減額（3,060 万 3 千円）や積立金の減
額（8,081 万 6 千円）等により全体として 1 億 2,909
万 1 千円（22.0％）の減額となりました。
　民生費では、笠置会館耐震補強及び大規模改修事
業の終了に伴う減額（6,452 万 8 千円）となりましたが、つむぎてらす整備事業に伴う増額（1 億 5,589 万 4 千円）となっ
たこと等により前年度と比べて 18.2％の増額となりました。
　また土木費では、町道笠置山線改良事業が前年度と比較して 5,262 万 3 千円の減額となったことにより全体として
8,890 万 3 千円減額となりました。
　教育費では、相楽東部広域連合負担金（教育費分）の 1,268 万 6 千円の増額や笠置山景観保全事業の 344 万 3 千円
の増額等により、前年度と比べて 32.6％の増額となりました。

平成 30 年度予算の執行状況について
　一 般会計　平成 30 年度一般会計予算の当初予算と 3 回の補正予算、前年度からの繰越事業費 1 億 6,357 万 3 千円

を合わせた現在の総額は、16 億 4187 万円となっています。このうち、町税など 8 月末日までに入ったお金は 4
億 7,453 万 4 千円で、予算に対する収納率は 28.9％、また、各種事業実施のため町から支払われたお金は 5 億
99 万 5 千円で、予算に対する執行率は 30.5％となっています。

　地 方債現在高の状況　まちづくりのために長期に借入れた資金の平成 30 年 9 月末現在高は、一般会計 11 億 7,089
万 5 千円、特別会計を合わせた町全体では 13 億 5,936 万 4 千円となっています。なお、平成 29 年 9 月末と比較
すると 5,171 万 7 千円の増額となっています。　

　特 別会計　国民健康保険特別会計など 4 特別会計の予算総額は 6 億 1,719 万 8 千円で、収入済額 1 億 6,942 万 3 千
円（収納率 27.5％）、支出済額は 1 億 7,087 万 2 千円（執行率 27.7％）となっています。

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質収

支額
単年度
収支額

国 民 健 康 保 険 351,886 250,949 100,937 100,937 53,319 47,618
簡 易 水 道 事 業 68,858 63,300 5,558 5,558 1,833 3,725
介 護 保 険 268,960 247,583 21,377 21,377 18,816 2,561
後 期 高 齢 者 医 療 66,396 65,953 443 443 484 △ 43

合　　　計 756,100 627,785 128,315 128,315 74,452 53,861

特別会計 （単位千円）
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和 束 町

歳  出
（単位：千円）

歳  入
（単位：千円）
3,263,282 3,134,643

議会費
54,325

総務費
645,057

民生費
679,180

衛生費
419,877

農林業費
267,602

商工費
75,262

土木費
148,518

消防費
202,347

教育費
236,853

公債費
386,537

諸支出金
7

災害復旧費
19,078

町　税
394,263

その他依存財源
115,483

その他自主財源
314,678

地方債
288,900

国・府支出金
519,785

地方交付税
1,630,173

一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ 4 億 7,719 万 6 千円（12.8％）の減少となりました。
　歳入総額の 12.1％を占める町税は、3 億 9,426 万 3 千円となり前年度に比べ 577 万 5 千円（1.5％）の増加となっ
ています。主な内訳は、町民税が 1 億 6,084 万 3 千円、固定資産税が 1 億 9,574 万 9 千円となっています。
　また、歳入総額の 50.0％を占める地方交付税は、16 億 3,017 万 3 千円となり前年度に比べ 4,280 万 8 千円（2.6％）
減少しました。
　地方債は、2 億 8,890 万円の借入を実施しましたが、庁舎耐震改修事業をはじめとした各公共施設整備事業の減に
より、対前年度比では、2 億 7,640 万円（48.9％）の減少となりました。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べ 5 億 1,202 万 4 千円

（14.0％）の減少となりました。
　主な要因は、総務費が庁舎改修事業（186,571 千
円）や和束山の家改修事業（152,838 千円）、民生
費が人権ふれあいセンター耐震改修事業（33,617
千円）、商工費が観光案内所建設事業（74,210 千円）、
土木費が町営住宅建替事業（71,082 千円）、消防費
が庁舎耐震補強事業（102,043 千円）など前年度に
実施した公共施設の整備の減により 6 億 2,036 万 1
千円減少したことが挙げられます。
　また、平成 29 年度は、農林業費では生産基盤の
強化を目指した産地パワーアップ事業や有害鳥獣対
策、青年就農給付金給付事業などを実施し、前年度
に比べ 1 億 2,264 万 4 千円（84.6％）増加しました。
　教育費では和束小学校の空調整備や和束小・中学校の LAN 整備などを実施し、6,467 万 7 千円（37.6％）増加、災
害復旧費では平成 29 年 8 月・10 月に発生した台風による災害復旧をおこない、1,662 万 7 千円（678.4％）増加し
ました。
　その他、医療費無料化の拡充に向けたすこやかエンジェル基金への積立て、防災力強化のため業務継続計画の策定、
空き家バンクの開設やサテライトオフィスの拠点整備、「お茶の京都」をテーマに京都府南部地域と連携しながら茶畑
ビューイングなどの地方創生事業を実施しました。

平成 30 年度予算の執行状況について
　一 般会計　平成 30 年度一般会計予算は、当初予算と補正予算に前年度からの繰越事業費を合わせた現在の総額は、

33 億 9,859 万円となっています。
　　 　このうち、町税など８月末までに入ったお金は 12 億 3,800 万１千円で、予算に対する収納率は 36.4％、また、

各種事業実施のため町から支払われたお金は、９億 4,263 万１千円で予算に対する執行率は 27.7％となっています。
　地 方債現在高の状況　町道整備など事業実施のために長期に借り入れた資金の８月末現在高は、一般会計 35 億 2,087

万４千円、特別会計を合わせた町全体では、69億4,729万１千円となっています。平成29年８月末と比較した場合、
7,882 万３千円増加しています。

　特 別会計　湯船財産区特別会計など６特別会計の予算総額は 20 億 1,872 万１千円で、収入済額５億 5,520 万８千
円（収納率 27.5％）、支出済額４億 9,710 万２千円（執行率 24.6％）となっています。

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質収

支額
単年度
収支額

湯　 船 　財　 産　 区 6,606 5,798 808 808 904 △ 96

国 民 健 康

保　    険

事業勘定 834,193 781,516 52,677 52,677 49,649 3,028

直診勘定 93,630 84,833 8,797 8,797 10,462 △ 1,665

簡 易 水 道 事 業 529,127 515,638 13,489 13,489 7,584 5,905

下 水 道 事 業 211,358 208,965 2,393 2,393 2,171 222

介　　 護

保　　 険

保険事業勘定 612,989 587,115 25,874 25,874 14,885 10,989

サービス事業勘定 5,532 5,390 142 142 203 △ 61

後 期 高 齢 者 医 療 64,907 64,508 399 399 468 △ 69

合　　　計 2,358,342 2,253,763 104,579 104,579 86,326 18,253

特別会計 （単位千円）
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南 山 城 村

歳  出
（単位：千円）

歳  入
2,617,152 2,530,126
（単位：千円）

議会費
50,679

総務費
606,201

民生費
432,282

公債費
281,934

衛生費
330,635

農林水産業費
228,906

商工費
18,921

土木費
159,155

消防費
137,451

教育費
175,323

災害復旧費
108,639

地方交付税
1,221,004

村　税
311,831

地方債
292,700

国・府支出金
377,520

その他依存財源
139,243

その他自主財源
172,560

諸収入
102,294

一般会計・歳入
　歳入総額は、26 億 1,715 万円と前年度に比べ８億 5,787 万円（24.7％）の減少となりました。
　村税は３億 1,183 万円となり、前年度に比べ 777 万円（2.6％）の増加となっています。主な内訳は村民税１億 2,249
万円、固定資産税１億 6,909 万円となっています。
　歳入総額の約 47％を占める地方交付税は、12 億 2,100 万円と前年度に比べ 7,047 万円（5.5％）減少しています。
　また、国・府支出金は、道の駅整備事業終了により、３億 7,122 万円の減少となっています。
　地方債では２億 9,270 万円の借入をおこない、対前年度比では、３億 5,510 万円の減額となっています。これは、
主な理由として道の駅整備事業終了による辺地債借入額の減少が挙げられます。

一般会計・歳出
　歳出総額は、25 億 3,013 万円と前年度に比べ８億
3,760 万円（24.9％）の減少となりました。
　主な要因は、道の駅整備事業を含む魅力ある村づ
くり事業（繰越含む）に係る事業費の減少（７億 8,586
万円）や、農畜産物輸出拡大施設整備事業（繰越含む）
の事業費の減少（１億 4,149 万円）によります。
　また災害復旧費につきましては、多大な被害が発
生したため、前年度比 380.1％増の１億 864 万円と
なりました。
　 歳入歳出差引額では、8,702 万円の収支となりま
したが、翌年度へ繰越すべき財源として 6,853 万円
を含んでおり、実質の収支額は、1,849 万円となりました。

平成 30 年度予算の執行状況について
　一 般会計　平成 30 年度一般会計予算は、当初予算と２回の補正予算を合わせた８月 31 日現在の総額は、25 億 5,515

万円となっています。
　　 　このうち、村税など８月31日までに入ったお金は８億1,112万円で、予算に対する収納率は31.7％でした。また、

各種事業実施のため村から支出されたお金は、６億 5,933 万円で予算に対する執行率は 25.8％となっています。
　地 方債現在高の状況　長期に借り入れた資金の９月末現在高は、一般会計では 24 億 2,425 万円となります。特別会

計を合わせた南山城村全体の借入残高では、36 億 2,968 万円となります。平成 29 年９月末と比較した場合、一
般会計の地方債現在高は 5,962 万円減少しています。また簡易水道事業特別会計の企業債現在高も、１億 4,796
万円減少しています。

　特 別会計　国民健康保険特別会計など５特別会計の予算総額は、12 億 2,840 万円となっています。このうち、収入
済額は、３億 9,233 万円（収納率 31.9％）、支出済額は２億 8,481 万円（執行率 23.2%）となっています。

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

国 民 健 康 保 険 558,762 525,449 33,313 33,313 16,738 16,575

簡 易 水 道 事 業 261,157 251,338 9,819 7,085 3,414 3,671

後 期 高 齢 者 医 療 52,839 50,976 1,863 1,863 1,307 556

介 護 保 険 375,779 353,858 21,921 21,921 17,209 4,712

保険事業勘定 373,200 351,999 21,201 21,201 16,552 4,649

介護サービス事業勘定 2,579 1,859 720 720 657 63

高度情報ネットワーク 82,327 79,753 2,574 2,574 1,928 646

合　　　計 1,330,864 1,261,374 69,490 66,756 40,596 26,160

特別会計 （単位千円）
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第21回 ｢京の味めぐり・技くらべ展｣ に参加しました
　９月 12 日（水）、和束町は、大丸京都店
にて観光 PR をおこないました。町のマス
コットキャラクター ｢茶茶ちゃん｣ による
PR や和束町の特産品があたるアンケート
抽選会も実施しました。
　和束町を知らない方も多くおられました
が、｢これを機に今度行ってみたいです｣、「茶
源郷まつりに行く予定です｣ といったお言
葉をいただきました。
　大勢のお客さんに和束町の魅力を知って
いただく機会になりました。

　笠置町地域おこし協力隊の香椎杏さんが毎週土曜日午前７
時～８時まで参加無料のヨガ教室をされています。
　香椎さんはフランス留学中、ヨガを学ばれ、現在も続けて
おられます。子供たちや、年配の方もスッキリ、楽しく１日
がはじめられたらと、教室を開かれています。初心者の方で
も無理なくできるヨガ体験。香椎さんは、みなさんと楽しい
時間を過ごせたらなと毎週土曜日教室でお待ちしています。
　参加希望の方は、笠置町商工観光課までご連絡ください。

問合せ　笠置町商工観光課
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）

すっきり！朝活ヨガしてみませんか？

ヨガポーズをとる香椎さん

笠置町

観光コーナーでPRをする茶茶ちゃん

和束町

笠置町・京都信用金庫連携プロジェクト 笠置町

　映画「笠置 Rock!」を契機に、笠置町と京都信用金庫をはじめ、さまざまな地域や場面で町づくりや地域
活性化に貢献しておられる団体や組織による、「寄ってたかって笠置を盛り上げる連携プロジェクト」の第
１回フィールドワークが９月３日（月）に笠置町内でおこなわれました。
　わかさぎ温泉笠置いこいの館をはじまりに町内をプロジェクトメンバーでまわり、今後のまちづくりの可
能性やはじめて町を訪れて感じたこと等
について意見交換をおこないました。
　未来の笠置町のために自分たちで何が
できるのか、今後も連携プロジェクトは
続いていきます。
問合せ　笠置町総務財政課・商工観光課
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）

意見交換会の様子いこいの館内見学の様子



6

　８月 22 日（水）、南山城村自然の家で第１回南山城
村老人クラブ公式ワナゲ大会が開かれました。
　ワナゲは２メートルの位置から輪を点数のついた台に
向かって９本投げ、その合計点数を競う競技です。
　南山城村では初の開催となりましたが 86 名の選手が
出場し熱戦が繰り広げられました。

公式ワナゲ大会結果
優　勝：相浦清市郎さん
準優勝：川﨑美夫さん
３　位：新田敏子さん

　９月８日（土）、やまなみホールで敬老会がおこ
なわれました。
　敬老会では式典のあと、保育園児の歌とリズム、
山田裕亮さんによる浪曲、松本恵美子さんの歌謡、
ミヤ蝶美・蝶子さんによる漫談と盛りだくさんの内
容で、参加されたみなさんもたいへん喜んでおられ
ました。
　みなさん、お元気
で過ごされ、また来
年もお越しいただけ
ることをお待ちして
います。

　田山花踊りは、雨乞いの神事として古き時代から踊り伝えられてきました。大正末期に一時途絶えていましたが、
昭和 38 年に復活し、昭和 53 年には南山城村指定無形文化財、昭和 59 年には京都府指定無形民俗文化財となって
います。
　みなさんお誘い合わせのうえ、ご観
覧ください。 
　尚、当日は月ヶ瀬口駅及びやまなみ
ホールから送迎バスを運行します。

日　時　11 月３日（土・祝）
　　　　午後１時～３時 30 分頃
場　所　田山生涯学習センター及び
　　　　諏訪神社

（雨天の場合は、農業者トレーニングセ
ンターと諏訪神社）
問合せ　南山城村産業生活課
　　　　☎ 0743・93・0105（直通）

田山花踊りが11月３日に奉納されます 南山城村

敬老会老人クラブ公式ワナゲ大会 南山城村

開催日／開催期間　11 月 10 日（土）～ 11 日（日）
開催時間　１日目（午前 10 時～午後４時 )　２日目（午前９時～午後４時 )
場　所　（会場名／住所／会場へのアクセス）
　　　　和束運動公園（和束町白栖猪ヶ口 25-5）周辺
　　　　�JR 加茂駅西口下車、奈良交通 66 系統和束町小杉行

「和束山の家」下車徒歩４分
内　容　�「茶畑からお茶の魅力の全てを伝える。」をコンセプ

トに会場の全ての企画を通して「茶源郷・和束が持
つほんまもんのお茶の魅力」を伝えていくまつり。

参加費　無料
問合せ　茶源郷まつり実行委員会（和束町役場　総務課内）
　　　　☎ 0774・78・3001（直通）
　　　　FAX 0774・78・2799 まつり会場の様子

茶源郷まつり 和束町

往路
●第 1 便
やまなみホール駐車場　→　月ヶ瀬口駅　→　田山宮ノ前
11：00 発　　　　　　　　 11：20 発　　　 11：30 着

●第 2 便
月ヶ瀬口駅　→　田山宮ノ前
12：20 発　　　 12：30 着

復路
●第 1 便
田山宮ノ前　→　月ヶ瀬口駅　
15：10 発　　　 15：20 着　　　

●第 2 便
田山宮ノ前　→　月ヶ瀬口駅　→　やまなみホール駐車場
15：40 発　　　 15：50 着　　　 16：00 着 昨年の田山花踊りの様子
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宇
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）
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治
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。

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、
会
場
の
収
容

人
数
を
超
え
た
場
合
に
は
、
受
付
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。
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４
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４
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４
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だ
く
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ガ
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ダ
ン
ス
に
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。
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籍
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☎
０
７
４
３
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２
３
０
１
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日　
　

時

会　
　

場
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月
24
日
（
水
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午
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３
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～
４
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宇
治
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台
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良
子

男 長

大
輔

入
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良
子
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五
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編
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西
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笠
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太
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京
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府
相
楽
郡
笠
置
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西
村
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夫
 

印 

 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

こ
の
謄
本
は
、
戸
籍
の
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
を
認
証
す
る
。
 

印 

印 

印 

印 

印 

本　　籍 京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通９０番地１

氏　　名 笠置　太郎

戸籍事項

戸籍改製 【改製日】 平成３１年１月ｘｘ日

【改製事由】 平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製

戸籍に記録されている者

【名】　太郎

【生年月日】 昭和６０年５月５日 【配偶者区分】 夫

【父】 笠置一郎

【母】 笠置良子

【続柄】 長男

身分事項

出　　生 【出生日】 昭和６０年５月５日

【出生地】 京都府相楽郡笠置町

【届出日】 昭和６０年５月１０日

【届出人】 父

婚　　姻 【婚姻日】 平成２５年１月１日

【配偶者氏名】 京都花子

【従前戸籍】 京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通９０番地　笠置一郎

戸籍に記録されている者

【名】　花子

【生年月日】 平成３年３月３日 【配偶者区分】 妻

【父】 京都大輔

【母】 京都美子

【続柄】 長女

身分事項

出　　生 【出生日】 平成３年３月３日

【出生地】 京都府京都市中京区

【届出日】 平成３年３月１０日

【届出人】 父

婚　　姻 【婚姻日】 平成２５年１月１５日

【配偶者氏名】 笠置太郎

【従前戸籍】 京都府木津川市木津南垣外１１０番地９　京都大輔

以下余白

発行番号　0000001

これは、戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。

平成３１年１月ｘｘ日

京都府相楽郡笠置町長

全  部  事  項  証  明(１の１)

西村　典夫 印 
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和束町職員（保育士）採用試験要項

平成30年度　笠置町職員採用試験要項
笠置町では、平成 31 年 4 月 1 日採用の職員を下記要項のとおり募集します。

2. 試　　験
　第 1 次試験　11 月 4 日（日）　午前 9 時から
　　　　　　　笠置町産業振興会館にて
　　　　　　　教養試験（学歴別の試験）、適性検査を実施
　第 2 次試験　日程調整のうえ、おって通知します
　第 3 次試験　第 2 次試験合格者に対し、おって通知します
3. 受付期間
　10 月 3 日（水）から 10 月 19 日（金）まで
　（ただし、土・日・祝日は受付しません）
　午前 9 時から午後 5 時まで（正午から午後 1 時までは受付しません）
　必ず本人持参のこと（郵送による受付はしません）

4. 採用予定日　平成 31 年 4 月 1 日
5. 提出書類
　・�履歴書（JIS 規格、撮影後 3 か月以内の写真（上半身、脱帽、正面向、

縦 4cm ×横 3cm）を添付のこと
　・最終学校成績証明書
　・最終学校卒業証明書（もしくは卒業見込証明書）
　・写真（履歴書に貼付したものと同じ写真）　それぞれ 1 部ずつ
6. 提出先・問合せ先
　〒 619-1303　京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通 90 番地の 1
　笠置町役場総務財政課　☎ 0743・95・2301（代表）
　※笠置町ホームページに詳細を掲載しています

1. 募集職種・募集人数・受験資格

職　種 募集人数 受　験　資　格

行政職 若干名
平成元年 4 月 2 日以降に生まれた方で、学校教育法による高等学校以上を卒業した方及び同等の学力を
有する方（平成 31 年 3 月末までに卒業見込みの方を含む）

※通勤可能な方
※地方公務員法第 16 条各号のいずれかに該当する方は受験できません

「行政相談週間」相談所の開設について
～困ったら　一人で悩まず　行政相談～

　国の役所や独立行政法人などの仕事やサービスについて、お困りのこと、お尋ねになりたいことはありませんか？
　総務省の行政相談は、こうしたお困りごとや国へのご要望をお聞きしてその解決の促進を図り、行政運営の改善につなげて
いきます。
　相談は無料で秘密は厳守いたします。お気軽にご相談ください。

問合せ　総務省京都行政監視行政相談センター　☎ 075・802・1100

笠置町
相談日　10 月 16 日（火）
時　間　午後１時～４時
相談場所　産業振興会館１階和室
問合せ　笠置町総務財政課　
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）

和束町
相談日　10 月 19 日（金）
時　間　午後１時 30 分～４時
相談場所　和束町役場１階第１相談室
問合せ　和束町総務課　
　　　　☎ 0743・78・3001（直通）

南山城村
相談日　10 月 22 日（月）
時　間　午前９時 30 分～正午
相談場所　月ヶ瀬ニュータウン集会所
問合せ　南山城村総務課　
　　　　☎ 0743・93・0102（直通）

1. 募集職種・募集人数・受験資格

職　種 募集人数 受　験　資　格

保育士 若干名
保育士の免許を有する人、又は取得で
きる見込のある昭和 58 年４月２日以
降に生まれた人

＊�ただし、地方公務員法第 16 条各号に規定されている次のいずれかに該当する人
は、受験できません。

　1．成年被後見人又は被保佐人（法改正の経過措置として準禁治産者を含む）
　2．禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けること

がなくなるまでの人

2. 試　験
　第１次試験　実施日　11 月 18 日（日）
　　　　　　　試験内容　教養試験、適性検査、専門試験
　第２次試験　実施日　第１次試験合格者に通知します。
	 　　試験内容　≪保育士≫　実技試験・面接
　第３次試験　実施日　第２次試験合格者に通知します。
	 　　試験内容　面接

3. 受付期間
　�10 月１日（月）から 10 月 31 日（水）まで（但し、閉庁日は除く）
　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
　�郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書きし、必

ず簡易書留で送付してください。（10 月 31 日（水）必着）

4. 提出書類
　・和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
　・�和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役場総務課にあり

ます）
　　ホームページでもダウンロードができます。
　　http://www.town.wazuka.lg.jp/
　・履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影した写真を貼付）
　・免許等　保育士証の写し又は取得見込証明書
　・受験票返信用封筒
　　�（長３サイズ 120mm × 235mm の封筒に返信宛名を明記し、

392 円分（簡易書留）の切手を貼付）
　・�その他　第３次試験合格者については後日最終学校卒業証明書ま

たは卒業見込証明書を提出していただきます。

5. 採用予定日　平成 31 年４月１日

6. 給与
　和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給されます。

7. 提出先・問合せ先
　〒 619-1295
　京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水 14 番地の２
　和束町役場総務課　　☎ 0774・78・3001（直通）　内線 311
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南山城アース和束ファイターズ笠置ブルースターズ

　９月５日（水）、イーライ・ファスタさんが相楽東部広域連合教育委員会の新しいＡＬＴ（外国語指導助手）
として来日しました。
　イーライさんは「子どもたちとたくさん交流して少しでも身近に英語を感じてもらえたら」と意気込ん
でいます。これから子どもたちの英語教育の支援を中心として、自国の自然や文化、生活など様々なこと
を教えてもらいたいと思います。

イーライさんと堀広域連合長

キラリと光る夏！一球に想いを込めて
　８月 18 日（土）、和束運動公園において第 49 回相楽小学生ソフトボール大会が開
かれました。管内３町村からもそれぞれ１チームが出場し、夏休みの猛暑の中、一生
懸命練習に励んできた成果を存分に発揮しました。大会には全８チームがエントリー
し、A ゾーンと B ゾーンに分かれてトーナメントをおこないました。管内のチームで
は、B ゾーンで南山城アースが見事優勝に輝きました。

みなさんよろしく！イーライです!!

配属校 和束中学校・和束小学校・教育委員会

名 前 ファスタ・イーライ・コーエン
Ferster　   Eli       Cohen  

生 年 月 日 1995 年７月 17 日

出 身 地 アメリカ　ワシントン州

趣 味 囲碁・音楽

好きなスポーツ バスケットボール・卓球

好 き な 日 本 食 いなり寿司・ラーメン

日 本 で 行 っ て 
み た い 所 京都（寺、神社）

日本で興味・関
心 が あ る こ と 温泉・関西弁

笠 置・ 和 束・
南 山 城 の 印 象 茶畑がきれいで自然にあふれている

ひ と こ と 日本語を早く使いこなせるように頑張
りたいです！
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
43
　「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」

　

最
近
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
３

大
原
因
食
物
は
、
鶏
卵
・
牛
乳
・

小
麦
で
、
他
に
は
甲
殻
類
・
そ
ば
・

果
物
・
魚
介
類
・
ナ
ッ
ツ
類
・
大

豆
な
ど
様
々
で
す
。
症
状
は
口
や

喉
が
か
ゆ
く
な
る
、
蕁
麻
疹
が
で

る
な
ど
の
局
所
症
状
か
ら
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
い
う
致
命
的
な

症
状
ま
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
体
調

や
摂
取
量
や
調
理
方
法
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
を
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
人

は
、
エ
ピ
ペ
ン
と
い
う
応
急
処
置

を
お
こ
な
う
注
射
筒
を
携
帯
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
エ
ピ
ペ
ン
は
、

本
人
や
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
保

育
園
・
幼
稚
園
や
学
校
の
先
生
も

使
う
こ
と
が
で
き
、
緊
急
時
の
対

応
が
迅
速
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
の

考
え
方
は
近
年
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
数
年
前
ま
で
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
食
品
の

完
全
除
去
が
中
心
で
し
た
。
し
か

し
最
近
に
な
っ
て
、
乳
児
期
の
早

期
か
ら
少
量
ず
つ
摂
取
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
予
防
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
卵

ア
レ
ル
ギ
ー
が
疑
わ
れ
る
乳
児
に

対
し
て
、
生
後
６
か
月
か
ら
加
熱

し
た
卵
白
を
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

出
な
い
程
度
の
極
少
量
ず
つ
負
荷

し
て
い
く
こ
と
で
卵
ア
レ
ル
ギ
ー

の
発
症
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
負
荷
量
は
0.2
ｇ

程
度
で
こ
れ
は
ゆ
で
卵
の
卵
白
を

米
粒
大
に
切
っ
た
も
の
の
５
粒
程

度
の
量
で
す
。
こ
の
よ
う
な
負
荷

の
方
法
は
ま
だ
確
立
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
の
で
す
が
、
今
後
は
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
治
療

方
針
も
変
わ
っ
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発

症
の
原
因
の
１
つ
に
経
皮
感
作
と

い
う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
麦
成
分
の
入
っ
た
石
鹸
で

小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
例
は

有
名
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
多
い
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
の

ほ
と
ん
ど
が
乳
児
期
に
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
オ
イ
ル
を
使
用
し
て
い
た
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
皮
膚
が
乾

燥
し
て
い
た
り
湿
疹
が
あ
っ
た
り

し
て
皮
膚
の
バ
リ
ア
ー
機
能
が
壊

れ
て
い
る
と
経
皮
感
作
が
進
み
ま

す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
予
防
す

る
た
め
に
も
、
皮
膚
の
炎
症
を
早

く
治
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

�

や
ま
し
た
小
児
科
医
院　
　
　

山
下
千
賀
子

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30 分〜

午後０時30 分
診療時間 午前９時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
11月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
11 月 3 日（土・祝） 内科
11 月 4 日（日） 小児科
11 月 11 日（日） 内科・小児科
11 月 18 日（日） 内科・小児科
11 月 23 日（金・祝） 内科
11 月 25 日（日） 内科・小児科
※ �10 月分については広報れんけい９月号をご覧

ください。

問合せ　相楽休日応急診療所(相楽会館内)
　　　　☎0774・73・9988（直通）

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金

内　

容　
�

平
成
30
年
７
月
５
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ
り
、
被
災
さ
れ

た
方
へ
の
援
護
の
一
助
と
し
て
義
援
金
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間　

12
月
31
日
（
月
）
ま
で

実
施
機
関　

京
都
府
災
害
義
援
金
募
集
・
配
分
委
員
会

　
　
【
構
成
団
体
】

　
　
　
　

�

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
・
京
都
府
共
同
募
金
会
・

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
近
畿
支
局
・
京
都
新
聞
社
・
京

都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
・
京
都
放
送
・
エ
フ
エ
ム
京

都
・
京
都
府
市
長
会
・
京
都
府
町
村
会
・
京
都
府

義
援
金
の
受
付
窓
口

①
送
金
の
場
合

　
【
銀
行
振
込
】

　

◇
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部

　
　

口　
　

座
：
京
都
銀
行
本
店
営
業
部 

普
通
預
金

　
　
　
　
　
　
　

口
座
番
号 

５
２
３
１
８
７
６

　
　

口
座
名
義
：
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部 

支
部
長 

　
　
　
　
　
　
　

山
田
啓
二

　
　
　

※�

京
都
銀
行
窓
口
に
よ
る
振
込
の
際
は
、｢

義
援
金
（
平

成
30
年
７
月
豪
雨
）｣

と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　

※�

７
月
18
日
か
ら
京
都
銀
行
窓
口
・
京
都
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
・

京
銀
ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
Ｅ
Ｂ
（
デ
ー
タ
転
送

を
除
く
）
を
利
用
し
て
振
込
し
た
場
合
、手
数
料
無
料
。

　

◇
京
都
府
共
同
募
金
会

　
　

口　
　

座
：
京
都
銀
行
府
庁
前
支
店 

普
通
預
金

　
　
　
　
　
　
　

口
座
番
号 

４
１
８
０
６
３
６

　
　

口
座
名
義
：
社
会
福
祉
法
人
京
都
府
共
同
募
金
会 

会
長

　
　
　
　
　
　
　

小
石
原
範
和

　
　
　

※�

京
都
銀
行
窓
口
・
京
都
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
京
銀
ダ
イ
レ
ク

ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
Ｅ
Ｂ
（
デ
ー
タ
転
送
を
除
く
）
を
利

用
し
て
振
込
し
た
場
合
、
手
数
料
無
料
（
手
続
き
中
）

②
義
援
金
持
参
の
場
合
の
受
付
窓
口

　

Ⅰ
．
京
都
府
（
府
民
総
合
案
内
・
相
談
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
・
援

護
課
、
各
広
域
振
興
局
［（
地
域
）
総
務
室
］、
保
健
所
、

各
府
税
事
務
所
及
び
自
動
車
税
管
理
事
務
所
、
府
立
図

書
館
）

　

Ⅱ
．
京
都
市
（
本
庁
舎
１
階
正
面
玄
関
案
内
所
等
）

　

Ⅲ
．
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部

　

Ⅳ
．
京
都
府
共
同
募
金
会

　

Ⅴ
．
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
連
携
事
業

伊
賀
市･

笠
置
町･

南
山
城
村

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制
で
お
応
え

し
ま
す
。

※
通
話
料
・
相
談
料
は
無
料
で
す
。

◇�

電
話
が
つ
な
が
り
ま
し
た
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お

名
前
・
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
内
容
に
応

じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
伊
賀
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ま
が
無
料
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
で
ご

相
談
で
き
ま
す
。

◇�
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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第
11
回
介
護
教
室（
３
町
村
）

集
団
健
康
診
断（
南
山
城
村
）

　

今
年
も
介
護
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

在
宅
で
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
知
り
た
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

�

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
和
束
町
庁
舎
隣
）

２
階
大
ホ
ー
ル

申
込
締
切　

10
月
29
日
（
月
）
ま
で

内　

容　

①
講
演
「
バ
ラ
ン
ス
て
な
あ
に
」

　
　
　
　
　

�

簡
単
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

　
　
　
　
　

相
楽
栄
養
士
研
究
会
栄
養
士　

北
安
代
さ
ん

　
　
　
　
　

簡
単
レ
シ
ピ
試
食

　
　
　
　

②
寸
劇
「
気
付
け
る
町
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

　
　
　
　

③
介
護
予
防
体
操

問
合
せ
・
申
込
み

　
　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

わ
ら
く

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
０
１
６
５

　
　
　
　

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
５
０

　
　
　
　

和
束
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
３
１
２

　
　
　
　

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
１
２
０
１

共　

催　

社
会
福
祉
法
人
和
楽
会

　
　
　
　

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

和
束
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

後　

援　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

そ
の
他　

送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
町
村
）

　

京
都
府
で
は
、
民
間
団
体
と
協
働
し
て
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
方
や
ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
チ
ー
ム
絆
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
チ
ー
ム
絆
」
で
は
、
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
や
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
等
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
）

≪
チ
ー
ム
絆
相
談
窓
口
≫

　

山
城
南
地
域
（�

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
・
精
華
町
・

南
山
城
村
）

事
業
所
名

　

社
会
福
祉
法
人
南
山
城
学
園

　

京
都
府
「
チ
ー
ム
絆
」
山
城
南
相
談
室

所
在
地

　

木
津
川
市
木
津
雲
村
１
１
１ｰ

１

　

三
浦
ビ
ル
２
階　

２
１
１ｰ

１

電
話
番
号　

０
８
０
・
４
６
８
２
・
８
０
３
２

受
付
日
時　

月
～
土　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

今
年
の
集
団
健
診
は
11
月
27
日
（
火
）
〜
29
日
（
木
）

の
３
日
間
の
午
前
・
午
後
で
村
内
４
会
場
を
回
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
診
（
血
液
検
査
や

心
電
図
な
ど
）
と
各
種
が
ん
検
診
（
大
腸
・
胃
・
胸
部
・

前
立
腺
・
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
の
５
つ
）
を
同
時
に
実
施

し
ま
す
。

　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
く
特
定
健
診

は
健
康
保
険
（
国
保
・
社
会
保
険
・
共
済
な
ど
）
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
受
診
券
が
必
要
で
す
。
国
民
健
康
保
険
以
外

の
保
険
の
扶
養
に
入
ら
れ
て
い
る
方
は
事
前
に
受
診
券
と

保
険
証
の
コ
ピ
ー
の
提
出
が
必
要
で
す
。
30
～
40
歳
、
75

歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
受
診
券
は
不
要
で
す
。
事
前
申

込
み
だ
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
希
望
さ
れ
る
健
診
の
種
類
と

受
診
会
場
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
後
日
、
必
要
な
書
類
・
容
器
を
個
人
通
知
し
ま
す
。

費　

用

　
　

特
定
健
診
１
０
０
０
円　

後
期
高
齢
者
健
診
無
料

　
　

胃
７
０
０
円　

大
腸
３
０
０
円　

前
立
腺
３
０
０
円

　
　

�

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
無
料
（
痰
の
検
査
の
み
５
０
０

円
）　

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
２
０
０
円

　

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
不
明
な

こ
と
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

月　
　

日

会　
　

場

11
月
27
日
（
火
）

午
前

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

昨
年
ま
で
お
こ
な
っ
て
い
た
野
殿･

童
仙
房
地

区
胸
部
巡
回
検
診
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

28
日
（
水
）

午
前

高
尾
公
民
館

午
後

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

29
日
（
木
）
午
前
・
午
後

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※�

胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
午
前
中
の
み
実
施
。
田
山
の
会
場

で
は
胃
が
ん
検
診
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
他
会
場
で
の
受
診
を

お
願
い
し
ま
す
。
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講

　座

実
施
日　

10
月
30
日
（
火
）

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

橋
本
六
臂
さ
ん

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

７
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
カ
チ

※ 

当
日
は
汚
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

定　

員　

先
着
15
人

申
込
受
付　

10
月
９
日
（
火
）
～
17
日
（
水
）

　

※
土
・
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

﹃
陶
芸
教
室
﹄（
３
町
村
）

催

　し

笠置町水道メーター検針員を引き続き募集しています　広報れんけい 2018 年９月号に掲載しました笠置町水道メーター検針員の募集に
つきまして、引き続き、募集を継続いたします。興味のある方はぜひご一報ください。
問合せ　笠置町建設産業課　☎ 0743・95・2301（代表）

実
施
日　

11
月
９
日
（
金
）　

乗
降
場
所
お
よ
び
時
間

　

南
山
城
村
文
化
会
館 

駐
車
場

　

午
前
７
時
30
分　
　

　

和
束
小
学
校
下
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

　

 

午
前
８
時

※ 

参
加
者
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
り
、
乗
降

場
所
・
時
間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
申
込
完
了
後
に
調
整
の
上
参
加
者
に
は

詳
細
の
案
内
を
発
送
い
た
し
ま
す
。　

※ 

各
集
合
場
所
へ
は
出
発
の
５
分
前
に
は
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

　

 （
帰
着
は
午
後
５
時
～
５
時
30
分
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
交
通
事
情
に
よ
り
遅
れ
る
場

第
１
講　

　

11
月
13
日
（
火
）

　
「
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
振
り
返
る
」　

講　

師　

西
村
日
出
男
さ
ん（
道
徳
教
育
学 
講
師
）

第
２
講

　

11
月
20
日
（
火
）

　
「
男
の
居
場
所
を
立
ち
上
げ
て
」

講　

師　

 

岸
本
裕
次
さ
ん
（「
男
の
居
場
所
」
の

会
）（
長
岡
京
市
）
会
長
）

第
３
講

　

11
月
27
日
（
火
）

　
「
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
よ
う
！
」

講　

師　

西
村
日
出
男
さ
ん（
道
徳
教
育
学 

講
師
）

［
全
講
座
共
通
］

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す
（
笠
置
町
隅
田
27
）

女
性
学
講
座
管
外
研
修

﹃ 

₄₈
年
ぶ
り
の
太
陽
の
塔
と
食
品

サ
ン
プ
ル
体
験
﹄（
３
町
村
）

﹃
地
域
で
過
ご
す
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
講
座
﹄（
３
町
村
）

日　

時　

10
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
～

場　

所　

 

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

９
階

会
議
室

内　

容　

 「
知
ら
な
い
と
損
す
る
糖
尿
病
の
最

新
の
話
題
」
～
元
気
で
長
生
き
で
き

る
コ
ツ
教
え
ま
す
～

講　

師　

 

京
都
府
立
医
科
大
学
内
分
泌
・
代
謝

内
科
学
教
室
教
授 

福
井
道
明
先
生

申
込
み　

不
要

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₂
・
０
２
３
５

日　

時　

10
月
31
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

対　

象　

 

看
護
師
資
格
取
得
者
（
当
院
で
就
職

を
お
考
え
の
方
）

場　

所　

 

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

９
階

会
議
室

内　

容　

心
電
図
・
電
子
カ
ル
テ

参
加
費　

無
料

申
込
み　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₂
・
０
２
３
５

　
　
　
　
（
看
護
部
・
竹
内
）
も
し
く
は

　
　
　
　

 ns0001@
yam

ashiro-hp.jp

ま

で
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

定
員
が
３
人
以
下
の
場
合
は
中
止
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第
₂₁
回 

住
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

看
護
師
再
就
職
支
援
講
習
会

合
が
あ
り
ま
す
。）

内　

容　

①
万
博
記
念
公
園
「
太
陽
の
塔
」
内
部
入
館

② 

天
保
山
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
「
串
ま
る
」

で
昼
食

③ 

天
保
山
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
「
森
の
サ
ン

プ
ル
」
に
て
食
品
サ
ン
プ
ル
体
験

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

 

５
２
５
６
円
（
入
場
料
＋
昼
食
代
＋

体
験
料
）

※ 

当
日
徴
収
し
ま
す
。
な
お
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定　

員　

先
着
20
人

申
込
期
間　

10
月
15
日
（
月
）
～
18
日
（
木
）

※
土
・
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 
お
１
人
に
つ
き
、
１
件
の
申
込
み
で
お
願
い

し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

　
　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
30
人

申
込
受
付　

10
月
29
日
（
月
）
～
各
講
座
前
日
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

10
月
11
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

﹃
健
康
体
操
﹄（
笠
置
町
）

実
施
日　

10
月
10
日
（
水
）・

　
　
　
　

24
日
（
水
）

時　

間　

 

午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

〜
大
人
の
英
会
話
教
室
〜

　

10
月
の
和
束
教
室
は
都
合
に
よ
り
休
室
し
ま
す
。

実
施
日　

10
月
13
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分 
～ 
３
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や

ま
な
み
ホ
ー
ル
）

﹃
大
人
の
英
会
話
教
室
﹄（
南
山
城
村
）

﹃
親
と
子
の
茶
道
教
室
﹄（
南
山
城
村
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

　
「
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
振
り
返
る
」　

﹃
地
域
で
過
ご
す
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
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募

　集

募
集
内
容
・
応
募
資
格

職
種

採
用
予
定
人
数

受　
　

験　
　

資　
　

格

消防職

若干名

年齢と学歴

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

学
校
教
育
法
の
高
等
学
校
以
上
の
卒
業

者
又
は
同
等
の
学
力
を
有
す
る
人
（
平

成
31
年
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

居住条件

相
楽
中
部
消
防
組
合
管
内
又
は
そ
の
近

郊
（
お
お
む
ね
通
勤
時
間
片
道
40
分
以

内
）
に
居
住
し
て
い
る
か
、
採
用
後
に

居
住
の
予
定
が
あ
る
こ
と

身体的条件

身
長　

 

男
性 

お
お
む
ね
１
６
０
㎝
以
上

で
あ
る
こ
と

　
　
　

 

女
性 

お
お
む
ね
１
５
５
㎝
以
上

で
あ
る
こ
と

体
重　

 

男
性 

お
お
む
ね
50
㎏
以
上
で
あ

る
こ
と

　
　
　

 

女
性 

お
お
む
ね
45
㎏
以
上
で
あ

る
こ
と

　
　
　

※ 

身
長
と
体
重
は
均
衡
を
保
っ

て
い
る
こ
と

視
力　

 

裸
眼
で
両
目
と
も
0.6
以
上
又
は

裸
眼
で
両
目
と
も
0.1
以
上
で
矯

正
視
力
が
1.0
以
上
で
あ
る
こ
と

色
覚
・
聴
力
・
言
語
、
そ
の
他
職
務
遂

行
上
支
障
が
な
い
こ
と

受
付
期
間　

10
月
15
日
（
月
）
～
11
月
２
日
（
金
）

※ 

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
ま
で

受
付
場
所　

木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
２

　
　
　
　

 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務

課
へ
持
参
（
郵
送
は
受
付
不
可
）

必
要
書
類　

 

申
込
書
と
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
貼
り
、
次
の
書
類
等
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
最
終
学
校
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
証
明
書
）

②
最
終
学
年
成
績
証
明
書

③ 

受
験
票
送
付
用
封
筒
１
通
（
長
形
３
号
封
筒

に
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
82
円
切
手
を
貼

付
し
て
く
だ
さ
い
。）

試
験
日　

第
１
次
試
験

実
施
日　

12
月
９
日
（
日
）

場　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
会
館
２
階
（
予
定
）

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

日　

時

①
10
月
30
日
（
火
）・
31
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

②
11
月
15
日
（
木
）・
19
日
（
月
）・
20
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

①
文
化
パ
ル
ク
城
陽

　
　
　
　

②
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都

参
加
費　

無
料

対
象
者　

 

介
護
福
祉
士
や
介
護
職
員
初
任
者
研

修
等
の
資
格
を
有
す
る
方
で
、
都
合

に
よ
り
現
在
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
就
業
を
さ
れ
て
お
ら
ず
、

福
祉
の
現
場
へ
の
就
職
・
再
就
職
を

希
望
し
て
い
る
方

内　

容　

座
学
・
実
技
演
習
・
就
労
相
談
な
ど

定　

員　

20
人

申
込
み
期
限

　
　
　
　

①
10
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

②
11
月
８
日
（
木
）

※
各
期
限
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

社
会
福
祉
法
人
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

　

京
都
府
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
５
・
２
５
２
・
６
２
９
７

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　
FAX

０
７
５
・
２
５
２
・
６
３
１
２

　
HPhttp://fukujob.kyoshakyo.or.jp/

※ 

詳
細
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

﹁
福
祉
資
格
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
研
修
﹂

参
加
者
募
集

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 30 年８月受付）
　氏　名：匿名希望　住　所：神奈川県川崎市　寄付金額：30,000 円　　
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

平
成
₃₀
年
度
京
都
府
聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

～
聴
こ
え
に
不
安
の
あ
る
方
の
交
流
研
修
会
～

内　

容　

 
宇
治
市
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
鑑

賞
と
昼
食
交
流

日　

時　

10
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

 

宇
治
市
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
宇

治
市
立
総
合
福
祉
会
館
３
階
大
広
間

集
合
場
所　

①
近
鉄
大
久
保
駅　

②
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

　
　
　
　

③
京
阪
宇
治
駅　
　

④
現
地

対　

象　

 

京
都
府
在
住
の
方
で
聞
こ
え
に
不
自

由
を
感
じ
て
い
る
方
と
そ
の
ご
家
族

（
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。）・
聴
覚
障
害
福
祉
関
係
者
、
ま

た
は
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　

 

１
５
０
０
円
（
バ
ス
代
・
交
流
会
・

お
茶
・
お
弁
当
代
込
み
）

申
込
締
切
日　

10
月
12
日
（
金
）
必
着

申
込
み
・
問
合
せ

　

 

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
・
は
が
き
・
メ
ー
ル
に
て
、

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
希
望
の
場
合
は
バ

ス
の
乗
車
場
所
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
の

有
無
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
の
有
無
を

明
記
し
て
左
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
６
１
０ｰ

０
１
２
１

　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
担
当 

乾
・

堀
田
）

　

☎
０
７
７
４
・
₃₀
・
９
０
０
０

　
FAX

０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

　

kikoe-shien@
kyoto-chogen.or.jp

試
験
内
容　

教
養
試
験
・
消
防
適
性
検
査
・
小
論
文

※ 

第
２
次
試
験
等
に
つ
い
て
は
、
合
格
者
に
通

知
し
ま
す
。

そ
の
他　

 

試
験
案
内
・
申
込
書
等
は
、
相
楽
中

部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
及
び

消
防
本
部
各
出
張
所
・
木
津
川
市
役

所
（
支
所
）・
笠
置
町
役
場
・
和
束
町

役
場
及
び
南
山
城
村
役
場
に
置
い
て

い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http:/

/w
w

w
.sou

raku
ch

u
b

u
119

-
kyoto.jp/)

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
０

相

　談

実
施
日　

10
月
16
日（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

人
権
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

10
月
26
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

行
政
相
談
に
つ
き
ま
し
て
も
同
日
開
き
ま
す
。

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

10
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）
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実
施
日　

10
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　
�

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

実
施
日　

10
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

主　

催　

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

10
月

９
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

17
日
（
水
）
東
部
集
会
所

24
日
（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

26
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

10
月
19
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

26
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４ 

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

◇
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
５
億
円

　

�（
１
等
３
億
円
・
前
後
賞
各
１
億
円
合
わ
せ

て
）

◇
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
５
千
万
円

　

�（
１
等
３
千
万
円
・
前
後
賞
各
１
千
万
円
合

わ
せ
て
）

◦
各
１
枚 

３
０
０
円

◦
10
月
１
日
（
月
）
２
種
類
同
時
発
売

※�

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す

発
売
期
間　

10
月
１
日
（
月
）
～
23
日
（
火
） 

　

公
益
財
団
法
人
京
都
府
市
町
村
振
興
協
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

水と歴史でつながる圏域 伊賀・笠置・南山城
　伊賀山城南定住自立圏域でおこなわれる秋のイベント情報をお届けします。
　「上野天神祭のダンジリ行事」
　400 年あまりの歴史のある上野天神祭のダンジリ行事の一番の見所は、神輿の巡行に加わる恐ろしくも
ユーモラスな面を付けた百数十体の鬼行列です。それに続いて９基の豪華絢爛なダンジリが、祭囃子を奏で
ながら伊賀上野の城下町を巡行する様は必見です。
　また、「上野天神祭のダンジリ行事」は、平成 14 年２月に国の重要無形民俗文化財に指定、平成 28 年
11 月にはユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」に登録されました。

日　時　10 月 19 日（金）～ 21 日（日）
場　所　上野天神宮周辺
ホームページ　�https://www.ueno-tenjin-matsuri.com
　　　　（上野文化美術保存会）
問合せ　�上野天神祭地域振興実行委員会
　　　　（上野商工会議所）　　☎ 0595・21・0527

就
学
時
健
康
診
断

　

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
予
定
の
子

ど
も
を
対
象
に
し
た
就
学
時
健
康
診
断
を

各
小
学
校
で
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

　

笠
置
町　

11
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
（
笠
置
小
学
校
）

　

和
束
町　

11
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
（
和
束
小
学
校
）

　

南
山
城
村　

11
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
（
南
山
城
小
学
校
）

※
時
間
は
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
で
す

　

視
力
や
聴
力
検
査
・
内
科
健
診
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
す
。

※
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

上野文化美術保存会
ホームページへリンク

笠置町戦没者追悼式
　９月６日（木）笠置町産業振興会館において、笠置町戦没者追悼式が執り
おこなわれ、戦没者の遺族・来賓・関係者を含め 43 名が参列しました。黙
とうを捧げた後、亡くなられた方々を偲び、祭壇へ献花をおこないしました。
　戦後 73 年目となる今回、戦没者のご冥福をお祈りするとともに、これま
で受け継いだ平和への願いを新たにされました。
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今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書

送り火 高橋弘希

六月の雪 乃南アサ

うつ病九段 先崎学

児童書

せきらんうんのいっしょう 荒木健太郎

底なし沼を脱出せよ トレイシー・ターナー

ある晴れた夏の朝 小手毬るい

和 束 町

一般書

ほぼ命がけサメ図鑑 沼口麻子

貝社員浅利軍平 浜口倫太郎

六月の雪 乃南アサ

児童書

まいごのたまご アレックス・ラティマー

実物大 ! 世界のどうぶつ絵本 ソフィー・ヘン

龍にたずねよ みなと菫

南山城村

一般書

ファーストラヴ 島本理生

苔ボトル 佐々木浩之

平城京 安部龍太郎

児童書

いいから　いいから　５ 長谷川義史

となりの火星人 工藤純子

おもしろ謎解き
「縄文」のヒミツ

こんだあきこ
スソアキコ

「
中
学
生
の
息
子
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

 

ゲ
ー
ム
を
し
、
高
額
な
請
求
が
来
た
！
」

Ⓠ 
私
が
新
し
い
ス
マ
ホ
を
購
入

し
た
の
で
、
私
が
使
っ
て
い
た

ス
マ
ホ
を
中
学
生
の
息
子
に
与
え

た
。
私
が
使
っ
て
い
た
時
は
、
通

信
料
は
月
々
７
千
円
前
後
で
あ

り
、
息
子
が
使
い
出
し
た
後
も
特

に
月
々
の
通
信
料
の
確
認
を
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
先
日
久
し
ぶ
り

に
通
信
料
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
請

求
額
が
９
万
円
程
に
な
っ
て
お

り
、
子
供
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
に
使
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
慌
て
て
過
去
分
の
請

求
も
確
認
し
た
と
こ
ろ
３
カ
月
前

か
ら
高
額
の
請
求
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
支
払
い
は
私

の
口
座
か
ら
で
あ
り
、
残
高
も

あ
っ
た
た
め
引
き
落
と
し
も
問
題

な
く
さ
れ
て
お
り
、
気
付
か
な

か
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

 

（
40
歳
代　

女
性
）

Ⓐ 

基
本
的
に
は
未
成
年
者
が
親

権
者
に
無
断
で
お
こ
な
っ
た
契
約

は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
ス
マ
ホ
の
所
有
者
の
管

理
責
任
等
が
問
題
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
ど
ん
な
時
で
も
必
ず
取
り

消
せ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
経
緯

な
ど
を
確
認
し
、
相
談
者
側
と
事

業
者
側
の
話
し
合
い
に
よ
り
半
額

が
返
金
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

特
に
子
供
に
親
が
管
理
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
わ
せ
る
場
合

に
は
、
ス
マ
ホ
の
利
用
時
間
や
利

用
目
的
、
特
に
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
等

の
利
用
に
つ
い
て
家
庭
内
で
よ
く

話
し
合
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
又
は
来
所
）

　

 

☎
０
７
７
４
・
₇₂
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
※
平
成
30
年
４
月
か
ら
相
談
時
間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
₁₅
相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総

合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５･

２
５
７･

９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　10月21日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター　ホール
☆休室日のお知らせ
　 本の所蔵整理のため、10月６日（土）～

10月20日（土）まで休室します。返却は
「本のポスト」をご利用ください。ご迷惑
おかけしますが、よろしくお願いします。

☆貸出日が増えます
　 秋の読書週間中（10月27日～11月９日）

は、通常閲覧日である木曜日も貸出日とな
ります。

★ Pick UP ★

「龍にたずねよ」
みなと　菫 著

　戦国時代、青海の国の八姫は人質
として、龍の伝説がある萩生に送ら
れるが、ある日、萩生が大国から急
襲されてしまう。密書を届けるため、
そして戦によって荒れゆく山を守る
ため、姫と、不思議な力を持った少
年が立ち上がる。

☆3町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室…………… ☎ 0743・95・2726

和束町体験交流センター図書室…… ☎ 0774・78・4013

南山城村図書室……………………… ☎ 0743・93・0522

★ Pick UP ★

「龍にたずねよ」

図 書 室
　 だ よ り



環 境

ベストショット今月の

３町村人口 人口・世帯数（平成30年９月１日現在）

笠　置　町● ●

人　口　1,347 人 （減 1）
世帯数　　645 世帯（増 5）

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

和　束　町● ●

〒619-1212 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

南山城村● ●

人　口　2,769 人 （減 2）
世帯数　1,243 世帯（増 3）

人　口　3,989 人（減 10）
世帯数　1,710 世帯（減 1）

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

～移住現地ツアーで交流「やまんなか」～

　９月１日(土)、相楽東部３町村の移住呼びかけ人が主催する移住ツアー「イナカスタイ
ルをめぐる～働く編～」に参加されたみなさんが、移住交流スペース「やまんなか」を訪
れ、最近南山城村に移住された３家族のみなさんと交流を深めました。
　移住者のみなさんは、ツアー参加者からの熱心な問いかけに対し、ご自身の経験を交え
ながら親身にアドバイスをされていました。
　「やまんなか」では、体験イベントや交流会を通じて地域の方と移住した方など様々な
人をつなぎ、村での暮らしを応援しています。

移住交流スペース「やまんなか」（南山城村大字田山小字上フケ10-4）
　開館日時　水・金・土曜日　午前10時～午後４時
　問 合 せ　☎0743・94・0666

南山城村

やまんなかで交流する参加者

ビ ン

ビン・缶類の出し方ビン・缶類の出し方

●ビン収集日

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課
和束町農村振興課

南山城村産業生活課
相楽東部クリーンセンター

☎ 0743･95･2301（代表）
☎ 0774･78･3008（直通）

☎ 0743･93･0105（直通）
☎ 0774･78･4153

笠 置 町　 毎月　第2火曜日の翌日
和 束 町　 毎月　第３金曜日
南山城村　 毎月　第３月曜日

出せるもの（一例）
ジュースのビン・酒のビン・調味料のビン

出す時の注意
●キャップやふたは必ず外して、中身を
全部取り除き軽く水洗いしてください。
●外したふたは、プラスチック製のもの
はプラスチック製容器包装に、金属性
のものは粗大ごみに出してください。
●ビール瓶・一升瓶・牛乳瓶等はできる
だけ購入店へ返却してください。購入
店に返却された瓶は洗浄してリユース
（再利用）されます。
●農薬・劇薬等のビ
ンは収集できませ
んので販売店等に
引取を依頼してく
ださい。

缶 類

●缶類収集日
笠 置 町　 毎月　第３日曜日の翌日
和 束 町　 毎月　第２・４金曜日
南山城村　 毎月　第２水曜日

出せるもの（一例）
ジュースの缶・ビールの缶・缶詰の缶
一斗缶・スプレー缶

出す時の注意
●中身を全部取り除き水洗いしてくださ
い。
●中にタバコなどを入れたまま出さない
でください。
●スプレー缶・カセットボンベ等につい
ては中身が残ったままであると、発火
事故の原因となり大変危険です。使い
きってから缶類の
日に出してくださ
い。
●缶以外の金属は粗
大ごみに出してく
ださい。
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